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Rで実践！
美しい Figure ＆ Table を作成しよう
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「相関係数：0.7」と言われて、
どんな散布図をイメージしますか？

(1) Normal x, normal residuals (2) Uniform x, normal residuals (3) +−skewed x, normal residuals (4) −−skewed x, normal residuals

(5) Normal x, +−skewed residuals (6) Normal x, −−skewed residuals (7) Increasing spread (8) Decreasing spread

(9) Quadratic trend (10) Sinusoid relationship (11) A single positive outlier (12) A single negative outlier

(13) Bimodal residuals (14) Two groups (15) Sampling at the extremes (16) Coarse data

All correlations: r(30) = 0.7
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データを実際に見なければ、気づかないことがたくさんある。
特に、外れ値・ノイズ・欠測値などである。
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なぜ、（データを）可視化する？

可視化は、データの取得・分析・発見・コミュニケーションと
関係している。

O’Donoghue SI, et al. Annu Rev Biomed Data Sci. 2018;1:275-304.

コミュニケーションだけでなく、
色々なプロセスで可視化は重要な役割を果たしている。

分析
データ取得 可視化

発見
コミュニケーション
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SBP (systolic blood pressure); DBP (diastolic blood pressure)

Scatter plot of SBP and DBP among 
NHEFS particiapnts (n = 1,548)

どちらが分かりやすいでしょうか？

r: 0.55 (0.52-0.59)
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可視化は、データの取得・分析・発見・コミュニケーションと関係しているが、

誰に、何を目的とするか、によって大きな違いがある。

Andy Kirk. Data Visualization: A handbook for data driven design. 2nd ed.

可視化の場面や目的を意識する。

例えば、散布図を描きたい…

使用する技法は洗練され、
訴求性に優れたものである
必要はない。

なぜ、（データを）可視化する？ 5

分析やラボミーティング

読者や聴衆の興味を惹きつつ、
広くの人に理解できる内容で
なければならない。

論文や学会発表

VS.



色が濃い/値が大きい順番に、
各人の名前を答えてください。
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どんな可視化が望ましい？ 7

受け手が、正確に情報を脱符号化できる表現が良い。

可視化著者
発表者

読者
聴衆

符号化
データ（値）を
図や表にする

脱符号化
図や表を

データ（値）にする

Ø 符号化で、目的とデータに合わせた効率的な表現を選択する
Ø 脱符号化で、識別しやすい表現を選択する
*特に、前頁の中での「communication（コミュニケーション）」に当たる可視化を想定しています。


